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　皆さん、こんにちは。今回は、スポーツ
の秋にちなんで、スポーツを通じた市民の
一体感についてお話しします。
　新生「栃木市」誕生から４年目、来年４
月５日には岩舟町も合併します。格段に規
模の大きくなった自治体として、そのメ
リットを生かして、ふれあいバスや蔵タク
の運行、３病院の統合再編などの事業に取
り組んでいますが、市民の一体感の醸成も
大きな課題です。
　栃木市民としての一体感、つまり、故郷
を誇りに思い、故郷を愛する気持ちをどう
したらみんなで共有することができるので
しょうか。
　ひとつの答えは、一緒に汗をかくことで
す。ともに何かを成しとげたり、スポーツ
などを通じて、一緒に汗をかくことが一体
感の醸成につながると考えています。

　昨年の「とちぎ秋まつり」
では、市内の 17 校の小学校
から 1,400 人もの子どもたち
が参加、力を合わせて山車を
曳き、市のお祭りを盛り上げてくれました。
子どもたちは、山車を曳きながら蔵の街を
巡行し、栃木市民だということを誇りに感
じたのではないでしょうか。
　８月 18 日から４日間にわたり、「第１
回栃木市民スポーツフェスティバル」を開
催しました。参加した選手はもちろん、応
援していただいた皆さんも、市の大会に参
加し、他の地域の選手や応援の皆さんと交
流することで、地域の代表としての誇りと
ともに、参加者全員が栃木市民であること
を実感されたのではないでしょうか。
　11 月には、「第１回栃木市ウォーキング
大会」を開催します。ひとりでも多くの皆
さんに参加していただいて、大勢でわいわ
い歩きながら、広く大きくなったわが故郷
を実感していただいている姿と、思い思い
に応援していただいている沿線の皆さんの
姿を今から思い描いています。ぜひ、ご参
加ください。
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水
道
・
下
水
道
の

納
付
書
、
検
針
票
を
変
更

　

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料

等
の
収
納
シ
ス
テ
ム
の
変
更
に

伴
い
、
10
月
以
降
、
納
付
書
、

検
針
票
が
順
次
統
一
の
様
式
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
を
利
用
の

場
合
、
定
例
振
替
日
の
翌
月
15

日
（
金
融
機
関
が
休
み
の
場
合

は
翌
営
業
日
）
に
再
振
替
を
統

一
し
て
実
施
し
ま
す
。

◆
問
合
先　
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課
（
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木
☎
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‐
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０
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／
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・

藤
岡
☎
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‐
９
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１
／
都

賀
・
西
方
☎
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‐
０
３
１
７
）

栃
木
市
斎
場
の
火
葬
炉

　
　
補
修
工
事
に
つ
い
て

　

９
月
30
日
（
月
）
～
11
月
９

日
（
土
）
の
期
間
、
斎
場
の
火

葬
炉
補
修
工
事
を
実
施
す
る
た

め
、
１
日
あ
た
り
の
火
葬
件
数

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
２

国
民
健
康
保
険
証
を

　
　
　
　
　
更
新
し
ま
す

◆
有
効
期
限
は
１
年
間
で
す

　

現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健

康
保
険
証
は
、
９
月
30
日
で
有

効
期
限
が
切
れ
、
10
月
１
日
か

ら
新
し
い
保
険
証
に
変
わ
り
ま

す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
９
月

末
に
郵
送
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
加
入
し

て
い
る
方
が
お
金
を
出
し
合

い
、
病
気
や
け
が
な
ど
の
「
い

ざ
」
と
い
う
時
に
医
療
費
の
負

担
を
少
な
く
す
る
助
け
合
い
の

制
度
で
す
。

　

災
害
、
そ
の
他
特
別
の
事
情

も
な
く
国
民
健
康
保
険
税
を
滞

納
し
て
い
る
場
合
に
は
、
医
療

機
関
で
全
額
自
己
負
担
と
な
る

被
保
険
者
資
格
証
明
書
が
交
付

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
納
付
状

況
に
よ
り
有
効
期
限
の
あ
る
短

期
被
保
険
者
証
（
６
か
月
、
３

か
月
、
１
か
月
の
３
種
類
）
が

交
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
皆
さ
ん

の
健
康
を
守
る
大
切
な
制
度
で

す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、
納

期
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
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医
療
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１
５
１

専業主婦（夫）の年金を改正
　7 月 1 日から専業主婦（※）の年金が改正されま
した。
　サラリーマンの夫が退職した際などに年金の切り
替えの手続きが遅れたため、保険料が未納となって
いる主婦が手続きをすることにより、年金を受け取
れるようになる場合があります。
　夫が会社を退職した場合や妻自身の年収が増えた
時などは、第 3 号被保険者から第 1 号被保険者へ
の変更の手続きをして国民年金保険料を納めなくて
はなりませんが、この手続きが 2 年以上遅れたこ
とがある方は、2 年以上前の保険料を納付すること
ができないため、保険料の「未納期間」が発生します。
　このたび、専業主婦の年金が改正され、このよう
な方が手続きをすることにより、「未納期間」を「受
給資格期間」に算入することができるようになりま
した。
　第 3 号被保険者から第 1 号被保険者への変更の
手続きが 2 年以上遅れたことがある方は、今すぐ
問い合わせをしてください。
　（※）妻が勤めに出ていて、夫が専業主夫の場合
も同様です。
国民年金保険料専用ダイヤル☎ 0570 ‐ 011 ‐ 050
　　　　　　栃木年金事務所☎ 22 ‐ 6074

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
１
６

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
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環
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☎
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‐０
３
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市
で
は
、
住
民
票
の
写
し
や

戸
籍
等
の
不
正
請
求
や
不
正
取

得
に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害

を
防
ぐ
た
め
、
住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
等
を
本
人
の
代
理
人
や

第
三
者
に
交
付
し
た
時
に
、
事

前
に
登
録
し
た
方
に
交
付
し
た

こ
と
（
交
付
年
月
日
、
種
別
及

び
通
数
、
交
付
請
求
者
の
種
別

＝
代
理
人
又
は
第
三
者
の
別
）

を
お
知
ら
せ
す
る
「
登
録
型
本

人
通
知
制
度
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

○
登
録
で
き
る
方　

本
市
の
住

民
基
本
台
帳
ま
た
は
戸
籍
に
記

載
さ
れ
て
い
る
（
い
た
）
方

○
必
要
な
も
の
（
本
人
が
登
録

す
る
場
合
）
①
本
人
確
認
書
類

（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト

等
本
人
の
写
真
が
貼
付
さ
れ
た

証
明
書
等
）
②
市
役
所
本
庁
市

民
生
活
課
及
び
各
総
合
支
所
生

活
環
境
課
に
備
え
付
け
の
「
本

人
通
知
制
度
事
前
登
録
申
込

書
」

　

詳
細
は
問
合
先
へ
。

◆
申
込
・
問
合
先　

 

市
民

生
活
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☎
21
‐２
１
４
６

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

（
高
齢
者
・
小
児 

共
通
事
項
）

◆
期
間　

10
月
１
日
（
火
）
～ 

平
成
26
年 

２
月
28
日
（
金
）

※
接
種
実
施
期
間
が
昨
年
度
と

は
異
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

◆
場
所　

協
力
医
療
機
関

※
予
約
が
必
要
で
す
。

◎
市
外
・
県
外
の
医
療
機
関
で

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

必
ず
事
前
に
問
合
先
へ
連
絡
く

だ
さ
い
。
接
種
時
に
使
用
い
た

だ
く
予
診
票
等
を
発
行
し
ま

す
。

※
費
用
軽
減
に

関
し
て

　

生
活
保
護
世

帯
に
属
す
る
方

は
、
接
種
後
に

申
請
い
た
だ
く

こ
と
で
、
自
己
負
担
額
分
の
助

成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
】（
定
期
Ｂ
類
）

◇
接
種
回
数　

年
度
内
１
回

◇
自
己
負
担
額　

１
，
０
０
０

円◇
対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳

以
上
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
を
希
望
す
る
方

※ 

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
も
、
心
臓
・
腎

臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
が
極
度
に
制

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
助
成
開
始

10
月
１
日
か
ら
平
成
26
年
２
月
28
日
ま
で

限
さ
れ
る
程
度
の
障
が
い
を
有

す
る
方
、
又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全

ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
が
い
を
有
す
る

方
は
、
希
望
に
よ
り
接
種
で
き

ま
す
。（
参
考　

身
体
障
害
者

手
帳
１
級
程
度
の
方
）

【
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
】（
任
意
接
種
）

◇
接
種
回
数　

年
度
内
２
回
ま

で◇
助
成
金
額　

１
回
に
つ
き

２
，
０
０
０
円
（
２
，
０
０
０

円
を
超
え
た
部
分
は
、
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
）

◇
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
予

防
接
種
を
希
望
す
る
満
１
歳
以

上
小
学
校
就
学
前
の
お
子
さ
ん
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健
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健
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生
垣
設
置
奨
励

　
補
助
金
制
度
の
ご
案
内

　

緑
化
推
進
を

図
る
た
め
、
一

定
の
要
件
を
満

た
す
生
垣
の
設

置
に
つ
い
て
費

用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
額　

１
ｍ
当
た
り

２
千
円
（
限
度
額
３
万
円
）

※
設
置
前
に
申
請
が
必
要
で

す
。

 

河
川
緑
地
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☎
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‐
２
５
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栃木市長　鈴木俊美


